
木
村
誠
教
授

｛略
年
譜
】

一
九
五

O
年
二
月

一
六
日

一
九
五
六
年
四
月

一
九
六
二
年
四
月

一
九
六
五
年
四
月

一
九
六
八
年
三
月
一
七
日

一
九
六
八
年
四
月

一
日

一
九
七
二
年
三
月
二
五
日

一
九
七
二
年
四
月

一
日

一
九
七
四
年
三
月
二
五
日

一
九
七
四
年
四
月

一
九
七
五
年
六
月
三
O
日

一
九
七
五
年
七
月

一
九
八
五
年
四
月

一
九
九
九
年
四
月

一O
O五
年
四
月

木
村
誠
教
授

略
年
譜
及
び
業
績
目
録

日

東
京
都
墨
田
区
向
島
中
ノ
郷
町
に
生
ま
れ
る

東
京
都
墨
田
区
立
小
梅
小
学
校
入
学

東
京
都
墨
田
区
立
墨
田
中
学
校
入
学

東
京
都
立
両
国
高
等
学
校
入
学

同
卒
業

日日

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
入
学

同
人
文
科
学
科
卒
業

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

同
修
了

日

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

同
退
学

日

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
助
手
採
用

同
助
教
授
昇
任

同
教
授
昇
任

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
教
授

日日日

略
年
譜
及
び
業
績
目
録
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人
文
学
報

第
五

O
五
号

二
O
一
五
年
三
月

二
O
一
五
年
三
月
三
一
日

同
定
年
退
職

《
論
文
》

一
九
七
六
年
「
六
世
紀
新
羅
に
お
け
る
骨
品
制
の
成
立
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
二
八
号
）

一
九
七
六
年
「
新
羅
郡
県
制
の
確
立
過
程
と
村
主
制
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』

二
二
集）

一
九
七
六
年

一一

月
「
新
羅
の
禄
巴
制
と
村
落
構
造
」
（
『
世
界
史
の
新
局
面
と
歴
史
像
の
再
検
討
｜

一
九
七
六
年
度
歴
史
学
研
究
会
大

会
報
告
｜
』
、
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
、
青
木
書
店
）

一
九
七
七
年
二
月
「
新
羅
の
宰
相
制
度
」
（
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
『
人
文
学
報
』

一一

八
号
）

一
九
七
八
年

三
月
「
新
羅
上
大
等
の
成
立
過
程
「
上
臣
」
史
料
の
検
討

l
」
（
末
松
保
和
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
史

論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
）

一
九

七

九

年

「

統

一
新
羅
の
郡
県
制
と
狽
江
地
方
経
営
」
（
旗
田
窺
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
朝
鮮
歴
史
論
集
』
上
巻
、龍
渓
書
舎
）

【
業
績
目
録
】

《著
書
》

（
単
著
）

二
O
O四
年

（
共
著
）

一
九
七
四
年

一
九
九
五
年

一
九
九
五
年

『
古
代
朝
鮮
の
国
家
と
社
会
』
（
吉
川
弘
文
館
）

『
朝
鮮
の
歴
史
』
（
朝
鮮
史
研
究
会
編
、

三
省
堂
）

『
朝
鮮
の
歴
史
（
新
版
）
』
（
朝
鮮
史
研
究
会
編
、
三
省
堂
）

『
朝
鮮
人
物
事
典
』
（
木
村
誠
・
粗
景
達
・
吉
田
光
男
・
馬
淵
貞
利
編
、
大
和
書
房
）

月月月



一
九
八
八
年
「
朝
鮮
古
代
に
お
け
る
国
家
と
民
族
の
形
成
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
二
五
集
）

一
九
九

O
年
「
高
麗
前
期
判
田
柴
科
制
度
斗
小
作
制
吾
号
、
司
せ
二
二
二
司
ロ
古
刈
｜
浜
中
昇
、
列
斗
所
説
刊
号
件
付
」
（
碧

史
李
佑
成
教
授
停
年
退
職
紀
年
論
叢
『
民
族
史
判
展
開
斗
ユ
文
化
』
上
巻
、

一
潮
閥
、
ソ
ウ
ル
）

一
九
九
二
年
五
月
「
朝
鮮
に
お
け
る
古
代
国
家
の
形
成
」
（
『
新
版
古
代
の
日
本
②
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
古
代
日
本
』
、
角
川
書
店
、
）

一
九
九
二
年
七
月
「
新
羅
国
家
生
成
期
の
外
交
」
（
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
E

外
交
と
戦
争
』
、
東
京
大
学
出
版
会
）

一
九
九
七
年

三
月
「
朝
鮮
古
代
の
土
地
制
度
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
問
題
」
（
『
ア
ジ
ア
の
地
割
制
度
』
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
A
・
2
）
研
究
成
果
報
告
書
・
研
究
代
表
者
一
佐
竹
靖
彦
）

「
中
原
高
句
麗
碑
立
碑
年
次
の
再
検
討
」
（
武
田
幸
男
編
『
朝
鮮
社
会
の
史
的
展
開
と
東
ア
ジ
ア
』
、
山
川
出
版
社
）

「
倭
人
の
登
場
と
東
ア
ジ
ア
」
（
平
野
邦
雄
編
『
古
代
を
考
え
る
邪
馬
台
国
』
、
吉
川
弘
文
館
）

「
百
済
史
料
と
し
て
の
七
支
刀
銘
文
」
（
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
『
人
文
学
報
』
三

O
六
号
）

「
中
原
高
句
麗
碑
斗
立
碑
年
刊
社
司
ぺ
」
（
『
高
句
麗
研
究
』

一
O
輯
、
高
句
麗
研
究
会
、
ソ
ウ
ル
）

「
朝
鮮
古
代
史
に
お
け
る
国
際
的
契
機
｜
新
羅
・
枇
曇
の
乱
の
再
評
価
｜
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
八
二
号
）

「
朝
鮮
三
国
と
倭
」
（
武
田
幸
男
編
『
古
代
を
考
え
る
日
本
と
朝
鮮
』
、
吉
川
弘
文
館
）

「統

一
期
新
羅
村
落
支
配
の
諸
相
」
（
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
『
人
文
学
報
』
三
六
八
号
）

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一

一
九
八
四
年

一
九
八
六
年

一
八
五
号
）

一
九
九
七
年

一
九
九
八
年

二
O
O
O年

二
O
O
O年
二
一
月

二
O
O三
年
一

二
O
O
五
年

二
O
O六
年

木
村
誠
教
授

九
月

「統

一
新
羅
の
官
僚
制
」
（
『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
六
巻
、
学
生
社
）

「統

一
新
羅
の
王
幾
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
四
二
巻
二
号
）

「
新
羅
時
代
の
郷
部
曲
制
成
立
史
の
再
検
討
」
（
『
歴
史
評
論
』
四

O
三
号
）

「三
国
期
新
羅
の
王
幾
と
六
部
」
（
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
『
人
文
学
報
』

一
六
七
号
）

「統

一
新
羅
の
骨
品
制
｜
新
羅
華
厳
経
写
経
政
文
の
研
究
｜
」
（
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
『
人
文
学
報
』

九
月月月月月

九
月

四
月

七
月月月月月略

年
譜
及
び
業
績
目
録
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人
文
学
報

二
O
O七
年

苑
、
ソ
ウ
ル
）

二
O
O九
年

五

月

第
五

O
五
号

二

O
一
五
年
三
月

Xll 

八
月

「A
ロ「守
oτ
斗
叫
且
叶
」
亡
刈
斗
引

ELA刈
叫
日
一
叶
叶
」
（
一
然
学
研
究
会
編
『
喧
喧
斗
せ
号
。
τ斗
』
、
図
書
出
版
社
新
書

「
統
一
新
羅
判
王
室
、
斗

内
省
」
（
石
門
李
基
東
教
授
停
年
紀
念
論
叢
刊
行
委
員
会
編
『
石
門
李
基
東
教
授
停
年
紀

を
号
平
司
、
川
村
」
干
司
君
吐
刈
』
、
三
ザ
旦
一
言
苦
手
昇
倍
、
ソ
ウ
ル
）

二
O
一
O
年
六
月
「
朝
鮮
三
国
の
興
亡
」
（
『
日
本
の
対
外
関
係
1

東
ア
ジ
ア
世
界
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
）

二
O
二

一
年
八
月
「
『
三
国
遣
事
』
板
本
研
究
に
つ
い
て
」
（
『
号
刈
苛
を
刈
ロ
豆
オ
唱
甘
号
。
τ斗
ユ
、
引

2
4
4荷
有
サ
サ
剖
「
斗
司
含
』
、

ロ
古
詩
柑
守
・

柑
吐
唱
包
号
電
ユ
「
吐
、
ソ
ウ
ル
）

「
「
朝
鮮
の
学
者
を
囲
む
学
術
座
談
会
」
に
つ
い
て
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』

「
新
羅
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
一
一
一
一
号
）

ご
九
七
五
年
の
歴
史
学
界
回
顧
と
展
望
！
朝
鮮
1
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
五
編
玉
号
）

「
一
九
七
八
年
の
歴
史
学
界
一
回
顧
と
展
望

l
朝
鮮
1
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
八
編
五
号
）

「
朝
鮮
前
近
代
の
時
代
区
分
」
（
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
新
朝
鮮
史
入
門
』
、
龍
渓
書
舎
）

ご
九
八

一
年
の
歴
史
学
界
回
顧
と
展
望
｜
朝
鮮
1
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九

一
編
五
号
）

「
書
評
武
田
幸
男
著
「
中
古
新
経
の
軍
事
的
基
盤
｜
法
憧
軍
団
と
そ
の
展
開
」
（
『
法
制
史
研
究
』
三
五
号
）

二
九
八
七
年
の
歴
史
学
界
一
回
顧
と
展
望
｜
朝
鮮
1
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
七
編
五
号
）

「
書
評
武
田
幸
男
著
『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
l
「
広
開
土
王
碑
」
研
究
序
説

l
』
」
（
『
史
学
雑
誌
』

一
O
O編
二
号
）

一
九
九
三
年
「
朝
鮮
古
代
の
山
城
と
都
市
を
た
ず
ね
て
」
（
『
談
話
会
会
報
』
四
号
、
東
京
都
立
大
学
歴
史
学
研
究
室
談
話
会
）

一
九
九
四
年
三
月
1
二
O
O
二
年
三
月
新
羅
史
研
究
会
（
文
責
・
木
村
誠
）
「
『
三
国
遣
事
』
－訳
注
」

一
1
九
（
『
朝
鮮
文
化
研
究
』

一
1
九
号
、

念
論
叢

《
そ
の
他
》

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

一
九
七
六
年

一
九
七
九
年

一
九
八

一
年

一
九
八
二
年

一
九
八
六
年

一
九
八
八
年

一
九
九

一
年

月

一
O
集
）

七
月

玉
月

五
月

六
月

五
月月

玉
月月

八
月



東
京
大
学
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
）

一
九
九
五
年
八
月
「
座
談
会

・
古
代
朝
鮮
と
東
ア
ジ
ア
l
古
代
朝
鮮
関
係
史
研
究
の
問
題
点
」
（
『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
八
四
号
）

二
O
O
二
年

一一

月
「
古
代
の
日
朝
関
係
は
い
ま
ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
か
」
（
『
歴
史
地
理
教
育
』
六
四
六
号
）

二
O
O七
年

三

月
新
羅
史
研
究
会
（
文
責
・
木
村
誠
）
「
『
三
国
遺
事
』
訳
注
」

一
O
（
『
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
』

学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
室）

「
書
評
武
田
幸
男
著
『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』
」
（
『
日
本
歴
史
』
七
五

O
号
）

「
朝
鮮
古
代
国
家
形
成
史
の
研
究
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
五
二
集
）

二
O
一
O
年

一

二
O
一
四
年

一
O
月 月

木
村
誠
教
授

略
年
譜
及
び
業
績
目
録

一
O
号
、
東
京
大Xlll 


